
養徳園の方々をお目値記して、 

１月第１例会（新年例会） 

日時：１月１８日（土）午後６時～ 

場所：「おかしげ」 須塩原市永田町4-14 

          0287-36-0255 

 ワイズ活動にご協力をいただいている、西那須野教会

潘牧師ご夫妻と１１月に結婚された平山主事ご夫妻とユ

ースリーダーを御招待。多くの皆さんのご参加をお願い

します。この１年についてみんなで話し合いましょう。 

  

司会 藤生 強 書記

開会点鐘・挨拶          会長 田村 修也 

ワイズソング斉唱 

ワイズの信条の斉唱 

聖書朗読・祈祷          副会長 村田 榮 

ゲスト・ビジター紹介          会長 

食前祈祷 田村 暁美 メネット  

会食 

自己紹介 １年の抱負 

     フリートーキング 

報告事項             ＹＭＣＡ・ワイズ 

ＹＭＣＡの歌 

閉会挨拶・点鐘          会長 田村 修也 

 

会費  メン・メネット   ５，０００円 

    ユースリーダー   １，０００円 

 

ご参加いただける方は、１月１４日（火）までに村田ま

で連絡をください。 

今月の聖句 ルカ５章３７節 

また、だれも、新しいぶどう酒を古い革袋に入れたりし

ない。そんなことをすれば、新しいぶどう酒は革袋を破

って流れ出し、革袋もだめになる。 

那須ワイズメンズク

那須クラブ会長 主題 

ユースと共にミッションを 
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１ 月報 

連絡先：那須ＹＭＣＡ 〒320-0041 宇都宮市松原 2-7-42 （とちぎＹＭＣＡ内） TEL 028-624-2546  FAX 028-624-2489 

２月例会（ユースリーダーの報告会） 
日時：２月２３日（日）午後４時３０分 
場所：日本基督教団西那須野教会１階ホール 
３月第２例会（役員会） 
日時：２月２８日（金）午後４時３０分～ 
場所：田村会長宅 
東日本区ＣＳ事業委員会 
日時：１月２６日（日）午８時～ 
場所：ＺＯＯＭでの参加 

１２月例会データー（出席率：７１．４％） 
メンバー４名、メネット２名、庸徳園３３名、西那須野教

会関係１１名、ユースリーダー５名、メイキャップ１名 

在籍者 ７名 

 
１月 Happy Birthday 

１/ ７ 藤生 容子メネット 

１/１４ 藤生 強メン 

１/１５ 田村 暁美メネット 

クラブ役員 
会 長 ：田 村 修 也 
副会長 ：村 田  榮 
書 記 ：藤 生  強 
会 計 ：村 田  榮・鈴 木 保 江 
担当主事：塩 澤 達 俊 
ブリテン：田 村 修 也・村 田  榮 

２０２４～２０２５年度 主題 

国際会長：(ＩＰ)  A・シャナヴァスカーン（インド） 

「より良い世界のために、共に」 

アジア太平洋地域会長：(ＡＰ） ジョウン・ウォン（香港） 

「大きなインパクトを起こそう」 

東日本区理事：（ＲＤ） 山田 公平（宇都宮） 

｢ワイズの方向性を見極める」 

北東部長： 大久保 知宏（宇都宮） 

「戦略２０３２を意識して」 

 



巻 頭 言 
張 蔚麗 

最大の富は私たち自身の健康です。もう一度のオペレーションを受けるの私が心より健康な体は大きな富を

生むことができますが、裕福な人が大きな健康を得ることはできませんと思っています。忙しい生活によるス

トレスの増加がさまざまな健康状態を引き起こしていることが明らかになっています。健康は、仕事や生活全

般に対して前向きな姿勢を保つのに役立ちます。私たちは、個人が自分のための時間を持たない、変化の激し

い世界に住んでいます。人々の生活の大部分は、他人より優位に立つために物質的な富を追い求めることで衰

え、その過程で健康を失ってしまいます。 
 
現在、毎日の朝散歩と３キロ自転車乗るの私は自分の健康的な習慣で言うかな。毎朝の散歩は朝の涼しい空

気から新鮮な酸素を摂取できます。自然の穏やかで静寂で完全な美しさを見ることもできます、つい散歩は一

日の仕事の良いスタートになります。人間が一番の自然とより密接に触れ合うことを可能にします。 
特に夜の睡眠によって引き起こされる身体の倦怠感を取り除き、血液の循環を助け、健康は、やっばり仕事

や生活全般に対して前向きな姿勢を保つのに役立ちます。健康であるということは、病気や怪我がない状態で

あるだけでなく、肉体的、精神的、社会的、知的、経済的に幸せであることも意味します。健康は幸せな生活

に本当に必要なものであり、自然からの最大の贈り物です。 
 
朝の散歩は、独立した運動として有益です。古いことわざに「学ぶための最良の方法は、実践することだ」

というのがあります。健康に適切なケアをしたい人は、朝の散歩をするといいでしょう。とても簡単で、しか

も有益です。 
運動のためにジムに行く必要はありません、早起きと同様に、人間を健康で裕福で賢くします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月例会（クリスマス讃美礼拝・祝会）於：西那須野教会 2024.12.14 



１２月例会(クリスマス讃美礼拝・祝会)報告 
日時：２０２４年１２月１４日（土） 午後６時～ 

場所：日本基督教団 西那須野教会 

出席者：村田、藤生、原田、張の各メン、田村、村

田の各メネット、ゲスト：潘牧師ご夫妻、庸徳園３

３名、他西那須野教会員９名、ユースリーダー５名

ギデオン協会１名、ＹＭＣＡ関係者２名、 計５８

名 

恒例のクリスマス例会を、日本キリスト教団西那

須野教会を会場に行いました。毎年招待をしている

養徳園の子ども達と先生方、那須ＹＭＣＡユースボ

ランティアリーダー達、西那須野教会会員の方々、

ギデオン協会の方などたくさんのゲストを迎え、メ

ンとメネットを合わせると５０名を超える参加を得

て、楽しく賑やかに行われました。 

初めは教会の礼拝堂を会場に、「例会開会」と「第

1部／キャンドルサービス」を行いました。「例会開

会」はいつもの様に開会点鐘、ワイズソング、会長

あいさつを行いました。 

「キャンドルサービ

ス」は、明かりを落と

した礼拝堂へＹＭＣＡ

リーダー2 名が火を灯

したキャンドルを持っ

て入場し、祭壇に置か

れた大きなキャンドル

と参加者のキャンドル

へ点火をして始まりました。参加者一人一人の小さ

なキャンドルに火が灯ると礼拝堂は幻想的で厳かな

雰囲気に包まれました。その中でパイプオルガンの

伴奏によって讃美歌を歌い、西那須野教会潘牧師か

ら『クリスマスのプレゼント』をテーマにメッセー

ジを頂きました。『〝クリスマスおめでとうございま

す〟という。おめでとうは嬉しい気持ちになる』『嬉

しいものはプレゼント。チョコレートなど目に見え

るプレゼントも嬉し

いが、目に見えない

ものプレゼントも嬉

しい』『神様は私たち

にイエスキリストを

お与えになった。イ

エスは目に見えない

しチョコレートの様

に味もしない。どう

すればイエスを感じ

ることが出来るか』『悲しい時や苦しい時に神様に祈

り賛美します。すると心が安らぎ、良かったと感じ

る』『イエスが産まれた時、学者たちは自分の宝物を

プレゼントした。代わりに何を貰ったか。喜びを貰

って国に

帰った。

〝神様、

イエスキ

リストを

私たちに

贈ってくれてありがとう〟』『神様に祈ってください、

悲しい時、苦しい時。讃美歌を歌ってください。聖

書を読んでください。そうすれば神様の素晴らしさ

が分かってきます』 

次に教会の集会室を会場に「第 2 部／クリスマス祝

会」を行いました。食事を準備してくださった、田

村有紀子さん他２名の方々に感謝し、始めに食事を

しました。大きなテーブルの上にサンドイッチや唐

揚げ、

サラダ

などた

くさん

の料理

が並び、

みんなで美味しく頂きました。お腹が満たされた

後は、ＹＭＣＡリーダーによるゲームをしました。

養徳園の子ども達はもちろんのこと、大人も大いに

盛り上がりました。 

その後「養徳園」「那須ＹＭＣＡボランティアリー

ダー会」「アジア学院」「那須御園老人ホーム」へク

リスマス献金を贈呈しました。また「ギデオン協会」

から「養徳園」「那須ＹＭＣＡボランティアリーダー

会」へ聖書の贈呈も行われました。 

多くの参加

者と共にクリ

スマスを祝う

ことが出来た

「クリスマス

例会」は、と

ても素敵な〝

神様からのプレゼント〟となりました。 

 

１月第２例会（役員会）報告 

日時：１２月２７日（金）午後４時３０分から 

場所：田村会長宅 

出席者：田村、村田各メン、田村、村田メネット 

協議事項 

１．１月（新年）例会について 

 １月１８日（土）午後６時から「おかしげ」で行

う。１年の抱負とお世話になっている方々、潘先生

ご夫妻、平山ご夫妻、ユースリーダー等を招待して

行う。会費は、５，０００円。 



２．２月例会（リーダー報告会）について 

 ２月２３日（日）午後４時３０分より行う。内容

は、リーダーによる報告を聞き、その後食事をする。

その後、西那須野教会の夕礼拝に参加できる方は参

加をする。できれば卒業するリーダーの参加をして

もらい、記念品を渡す。記念品購入を田村メネット

に一任する。卒業するリーダーの人数は、男子２名

女子６名と武田主事より連絡あり。 

３．３月第２例会（役員会）について 

 ２月２８日（金）午後４時３０分より田村会長宅

で行う。内容は、３月例会・４月例会についての打

合せ。 

４．シイタケ昆布の購入について 

 ２月初めに購入するようにする。 

 

開拓と信仰の姿「開拓と西那須野教会」-(３) 

会長 田村 修也 

この明治６年にメソジストの宣教師、マクレー、

コーレル、ソーパル、ハリス、デビソンが来日し、

マクレーが全体の総理に、ソーパルが東京、コーレ

ルが横浜、ハリスが函館、そしてデビソンが長崎を

拠点に活動をはじめました。島村にはコーレル宣教

師が伝道し、田嶋善平や田嶋弥三郎、真澄はじめ町

田泰七、大塚忠蔵、栗原甚太郎という西那須野教会

の創始者の方々はコーレル宣教師から洗礼を受け、

東京で学んでいた田嶋董はソーパルから洗礼を受け

ています。ソーパルは那須野が原に建てられた西那

須野教会にも牧会訪問しています。又札幌農学校の

クラーク博士は宣教師ではなかったので、内村鑑三

をはじめ札幌農学校の学生５０名には、クラーク博

士と親交の深かったハリス宣教師が洗礼を授けてお

ります。 

私は西那須野教会百年史の準備をしながら、那須

野が原と北海道、いや日本各地がキリスト教によっ

て連なっていることを知らされました。 

この４人の宣教師の中で、最初に那須野が原を訪

問されたのは、ジュリアス・ソーパルです。明治６

年、赴任した東京での第一声は「道は開けた」と題

する説教でした。そして、最初の受洗者は津田仙で、

その令嬢で津田塾大学創立者の津田梅子もソーパル

宣教師から洗礼を受けています。ソーパル宣教師の

最初の念願は、東京に二つの大きな教会堂を建築す

ることで、神田教会（現九段教会）と銀座教会を建

設しました。また、東京に本拠を構えて、北は山形

県から関東一円に伝道の働きを広げてゆき、来日し

て１０年間で、凡そ４００人の人に洗礼を授けまし

た。１８８７年(明治２０年)東京英語学校在学中に

田嶋董はソーパル宣教師から洗礼を受けました。１

８９１年(明治２３年)ソーパル宣教師は宇都宮より

古坂啓之助牧師を伴って那須野が原に田嶋家を訪問

しました。一家が那須野に移って約１年後のことで

あります。神田教会において洗礼を受けた董が、父

と共に那須野が原開拓のため移住したことを知って、

慰問激励のために訪れたのでした。 

ソーパル宣教師は、開拓の重労働のためにヒビ割

れた少年董の手を見て驚き、早速お湯を沸かさせ、

洗面器に入れて董の手を温め、荒れた皮膚が柔らか

くなるまで浸してから、よく洗い、メンソレータム

か何か薬を塗って、良くマッサージしてくれたとい

うことです。田嶋董さんの手記には何度も出て来ま

す。深い印象があったからだと思います。 

 ソーパル宣教師は、「メソヂスト監督教会信仰問答

書」その他を、日本語に訳して教会形成につとめる

とともに、伝道者養成のために、青山学院で教鞭を

とり、神学部長職をつとめました。 

１９１１年（明治４４年）夫人の病気のためアメ

リカに帰り、１９３７年(昭和１２年)に９２歳の誕

生日を迎える１０日前に永眠されました。（以下次号

へ） 

 

西那須野幼稚園だより 

学校法人 西那須野学園    

西那須野幼稚園   

園長・理事長 福本 光夫 

 「自分を愛する様に他の人を愛しなさい」 

（聖書） 

 昨年は、本園の教育にご理解・ご協力をいただき、

感謝申し上げます。本年もスタッフ一同、子ども達

の健やかな成長ために努力いたしますので、ご理

解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 冒頭の聖書の言葉は、本園の建学の精神です。本

園が創立されて、今年で68年目になります。子ども

達のおかれている社会状況に対応しながらも、建学

の精神を含め大切なことを守り、変えるべきことは

変えながら、子ども達の最善のために新しい年の歩

みを始めます。 

 さて、年末年始はご家族でどのように過ごされま

したか？ 

 皆様から頂いたクリスマス献金の一部は、路上生

活を余儀なくされている方がたの年末年始の炊き出

しに支出させていただきました。学童クラブからの

お米３０ kg は、例年「のじれん」に送っていまし

た。しかし、諸事情で現在支援品の受付は行われて

いないとのことで、大阪の釜ヶ崎伝道所・いこい食

堂(米加田周子牧師)に送りました。西那須野教会で

も、献金のほかに毎年冬用の衣類や日常生活に必要



なものを会員から集め、横浜の教会を通して横浜寿

町の越冬支援に贈っています。 

 厚生労働省のデーターでは、路上生活を余儀なく

されている人の数は、２０２４年１月時点で２，８

２０人と過去最少を更新しています。しかし、夜の

ホームレスは、昼の人数の２．５倍にのぼる可能性

があると言われています。また、ネットカフェなど

で夜を過ごす人や昼間に働いている人も人数から漏

れてしまう可能性があります。 

 自分は暖衣飽食に身をおきながらの物言いで失礼

ですが、路上生活を余儀なくされている方がたが凍

死されないで越冬でき、希望を失わないことを願っ

ています。 

 このような状況は、自ら招いたという自己責任論

がありますが、政治・行政責任が大きいと考えます。

ネットのＡＩによると、2022 年のデーターとして、

「日本の富裕層上位４０人の資産が日本の人口の半

分(６０００万人)と同じである」とのことです。経

済学者のピケティが言うように、日本も象の鼻のよ

うに経済格差が拡大しています。幼保小の会議では、

本市でも４人に 1 人の児童が就学支援制度(給食

費・学用品・修学旅行費等)の対象という話が出まし

た。 

 政治や行政には、富の再配分について差がでない

ように、また、北欧の高福祉国のように、どのよう

な家庭に生まれても同じようなライフチャンスがあ

るような、もっと子ども達の最善の利益になる政策

(人生前半の福祉)を進めてほしいと年頭に思いまし

た。 

 

聖園那須老人ホームたより 

社会福祉法人 イースタービレッジ 

那須聖園老人ホーム    

施設長 薄井 高宏 

 皆様新年明けましておめでとうございます。昨年

中は格別なご高配を頂きありがとう御座いました。

今年もどうぞよろしくお願い致します。 

 お正月早々、全国的にインフルエンザや新型コロ

ナウイルス等感染症が猛威をふるっております。聖

園那須老人ホームでも感染症ではありませんが、１

月３日に病院に行く機会があり、受付には長蛇の列

ができていました。お正月にもかかわらず開院して

くださっている事にほっとすると共に、医師の方々

の献身にただただ頭が下がる思いです。 

 そんな中、医療の複雑化と多様性が増し、医師不

足が拍車をかけて、医療機関の疲弊が深刻化してい

るそうです。現在では、医師の働き方改革も進めら

れ、今まで当たり前のように受けていた医療が、多

大なる犠牲の上になりたっていた事を知りました。 

 今後は、ちょっとくらい病院で待たされても、大

きな心持ちで当たりたいものです。 

 さて、話しは変わりますが、現在ご好評を頂いて

いる個別契約入所ですが、入所枠がいっぱいになり

つつあります。ご興味のある方は、できるだけ余裕

をもって、早めにご相談頂ければ幸いです。 

 皆様も風邪などひかぬよう手洗い、消毒、マスク

をスローガンに外出を心がけて頂きたいと思います。 

 

新しい施設に建替わるにあたり 

 聖園那須老人ホームでは、新しく個人契約入所を

開始したいと思います。この制度は、生活にお困り

の方々に住宅を供給する観点からのサービスで、措

置入所で必要な条件や入所判定委員会の意見、市町

の決定がなくても施設と入所を希望する方との契約

で入所できるサービスです。契約にもいくつかの条

件や料金の違い、サービスにも違いがありますので、

ご興味のある方は、下記連絡先までお問い合わせく

ださい。 

 また、新築にあたり、ご寄付も募っておりますの

で併せてご連絡ください。 

 

タオル寄付のお願い 

  聖園那須老人ホームでは、入所者の方々が生活

する中で、様々な場面で使い切りの布（タオル）を

使用しています。つきましては、皆様には、タオル

の寄付をこれまで同様お願いできれば幸いです。 

・新品、未使用、使用後は問いません。 

 ・ハンドタオル、フェイスタオル、バスタオル、

タオルケット等大きさも問いません。 

 ・御年賀やご挨拶で頂いた物、未開封、開封後等

問いません。 

 ・切断や洗濯、消毒はこちらで行います。 

 ・まとまった数が集まる場合は（距離によってで

すが）、お引き取りに伺います。 

 ・その他お問合せは、 電話番号 ０２８７－７

２－０８０９ までお願い致します。 

 

ＹＭＣＡだより 

◇２０２４年度ウィンタープログラム終了！！ 

１月１３日をもちまして、２０２４年度ウィンター

プログラムを無事終了しました。 

感動がありました。子どもたちとの関わりを通して、

リーダーたちにとっても非日常の貴重な体験をする

ことができ、多くの経験ができた冬となりました。 



ウィンタープログラムに参加したリーダーの感想で

す。 

「初めてのスキーでドキドキなお友だちも、久しぶ

りのスキーでワクワクなお友だちも、３日間を通し

てスキーを楽しむことができました。リーダーやお

友だちとの関わりや生活の中でしか得ることのでき

ない気付きを通して、一人ひとりが様々なことにチ

ャレンジする様子が多くありました。最後に『キャ

ンパーの夢』をみんなで歌った際は、自信のあるか

っこいい子どもたちの姿を見ることができ、３日間

の成長を感じることができました。（さとっちゃリ

ーダー）」 

◇２０２４年度チャリティーラン代替プログラム大

盛会！！ 

今年度のチャリティーランは台風の影響で中止とな

りました。その代替プログラム「ユニバーサル・チ

ャレンジフェスタ」が１月１９日（日）トライ東で

開催されました。福祉作業所、放課後児童デイサー

ビス、居場所やＹＭＣＡの関連などから５０組を超

える子どもたちや海外につながりのある方々など多

数の参加がありました。ゲームやダンスを提供した

のは、さくらんぼ幼稚園、ようとう保育園、トライ

東、親と子どもの居場所めいめい、アットホームき

よはらなど、とちぎYMCA各拠点のスタッフとボラン

ティアのみなさんでした。 

那須ワイズをはじめ、チャレンジド（障がいを持つ

の積極的意味）の子どもたちの笑顔をチャリティー

ラン中止にもかかわらず賛助金でお支えいただきま

した寄付者のみなさま、当日ご奉仕いただきました

ボランティア、スタッフのみなさま、ご参加いただ

きましたすべてのみなさまに感謝申し上げます。 

なお、３月には益金を用いてチャレンジドの子ども

たちを招待する『雪遊びプログラム（ＹＭＣＡ東山

荘）』も実施される予定です。 

 

ユースリーダーのつぶやき 

 

 

 

 

お休みします 

 

１.名前（リーダー名）２.学校名３.出身地４.ＹＭＣＡ

に入ったきっかけは？５.思い出に残った活動とその理

由は？６.今後の進路は？７.ＹＭＣＡに一言 


